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３ 評価審査会議

概要

１．評価調整会議
昇給評価・賞与評価を行う。
・昇給評価は、目標管理の能力部分（日常の活動を含む）・360度評価・他の能力評価ツー
ル（なしでも可）より総合的に評価する。各評価の重み付け（比率）をし自動計算する。
※重み付け（比率）設定：画面G84「システム運用」
・賞与評価は、目標管理の結果を最重要視する。
※目標管理の結果をコピーする機能、賞与評価の最終結果を目標シートに反映する機能

２．支給額チェック（給与オプション：ON）
給与担当者は、“給与勤怠取込み”より、給与情報・勤怠情報の設定を行う。
・最終評価の前に、支給額決定に必要な情報を設定する。
・最終評価の後に、給与システム連携のCSV出力を行う。
※支給額設定済みのデータを給与システムに渡す。

３．360度評価（管理）
360度評価は「チームワーク」を高めるために実施するものであり、所謂「いいよ！」を投票す
る仕組みとなっている。一人の社員を上司からの評価だけでなく、同僚・部下からの評価も
加味し、実態を捉えた評価となる。また、誰が誰に投票したかは秘匿される。
システムで実施することにより、集計や記録の保管閲覧が容易となり、管理部門の負担を軽
減できる。各社員の入力状況を部門ごとに管理職がチェックできる仕組みとなっており、各
部門の入力の進捗状況を部門で管理することができる。

４．人事審査会
審査会のエントリ基準（昇給評価と賞与評価の結果をポイント化し、集計する）
・一定の基準を満たした社員を昇格対象とすることができる。
・基準がオープンになり、日常の活動結果が目標管理を通して反映される。

評価区分の名称
C80:211 変更可能



64 Copyright 2023 Ji&Ji Consulting Inc.

３

３．１ 評価会議
３．１．１ 事務の流れ

（１）．賞与（夏季賞与・冬季賞与・期末賞与）

①実施スケジュール決定
・評価データの初期化
・各部門での評価入力（目標管理の評価面談が終了していること）
・最終の評価会議（開催日と出席者）
・評価結果の役員決裁
・給与システムへのデータ渡し（ ～給与システムから銀行へ） ※給与オプション：ONのケース
・賞与支給日
・完了処理（最終評価の目標面談シートへの反映）

②評価データの初期化
・事前確認
システムパラメータ点検リスト（G70帳票・CSV出力の12）
賞与評価の対象範囲を確定させる。

G84ｼｽﾃﾑ運用：評価対象[資格・職級]を設定する。例）11,48 ｛資格･職級｝コード：FROM_TOで範囲設定
画面G45分布チェックのグループ分布：グループの決定・確認（C80:620[資格・職級]グループ）

評価結果の出現率ガイダンスの確認（C80:792/2評価分布出現率）
社員の出向者はC80:784分布チェック出向者で［含む／除く］の指定を行う

賞与支給の計算方法等の確認（給与オプション：ONのケース）
システムパラメータ点検リスト（G70 帳票・CSV出力）
賞与方式（役職コード・｛資格・職級｝コード）と賞与掛け率（主・副） ※画面G40のヘルプ参照
賞与評価コード（C71）の評価記号と掛け率（掛率番号に対応する）
労働条件（労働制約）による減額・増額設定の確認（C80:786労働制約減額幅設定）
契約社員の賞与基準額の設定（｛資格･職級｝コード、C80:780、C80:788）
按分処理（対象期間途中の役職・｛資格・職級｝等の変更による基準額の差し替え）の確認 C80:718

評価会議の部門表示・役職・[資格・職級]の表示（評価対象期間の最終日または最新）：G84「システム運用」
評価会議の名称：C80:804評価会議名称の確認
評価の複写処理の名称：C80:706評価複写機能（賞与）の確認
・初期化
初期処理欄（評価担当者：画面G40の「３.評価調整会議」の夏季賞与・冬季賞与・期末賞与）の
“未処理”の表示をクリックする。対象者の人数に応じて処理時間が掛かる（１~３分程度）。
初期処理欄の表示が“完了”に変わり、「ステータス」欄が“初期化”、対象件数が表示される。
休職日数や短時間勤務を集計し、公平な評価のための基礎データを設定する。

③各部門での評価入力
３段階で各部門の評価会議を実施する（イメージ：部 → 事業部→ 本部、スキップ可能）。
・部レベル：ライン部長（利用者権限G81）が部内管理職を招集し、評価会議を開催する。
画面G43評価会議
目標：目標管理の画面G61目標面談シート「面談者（総合評価）ランク」を複写する。
部内：評価データ登録、ランク別出現率の調整
次の評価会議用に評価結果の複写（部評価欄⇒事業部評価欄）

・事業部レベル：事業部長クラス（利用者権限G81）が事業部内管理職を招集し、評価会議を開催する。
画面G43評価会議
事業部内：評価データ登録、ランク別出現率の調整
次の評価会議用に評価結果の複写（事業部評価欄⇒本部評価欄）

・本部レベル：本部長クラス（利用者権限G81：役員理事）が本部内管理職を招集し、評価会議を開催する。
画面G43評価会議
本部内：評価データ登録、ランク別出現率の調整
次の評価会議用に評価結果の複写（本部評価欄⇒最終評価欄）

2023.6 版
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④最終の評価会議
・締め処理（全部門の入力終了チェック：画面G43）

評価担当者： 「３.評価調整会議」の該当の賞与のボタン「締め処理」欄クリック “未処理”⇒ “仮締め”
※“仮締め”の状態になると各部門の入力不可・参照可となる。

・最終評価会議（評価担当者かつライン部長以上＋権限[役員理事クラス]）
⇒最終評価の確定（修正可能）

⑤評価結果の役員決裁（完了処理）
・給与オプション：OFFのケース
画面G43評価会議のボタン「一覧：CSV」で、評価会議の結果を出力し、役員の決裁を受ける。
・給与オプション：ONのケース
画面G43評価会議のボタン「支給額チェック」で、支給額の計算・決裁帳票の出力等を実行する。
・締め処理 完了処理（評価担当者）

評価担当者： 「３.評価調整会議」の該当の賞与のボタン「締め処理」クリック “仮締め”⇒ “完了”
※完了状態にすると、画面G54「個人情報Ⅱ」の評価ポイントの情報を作成する。
評価に応じたポイントの確認（C71賞与評価コードの審査会基準点）

・再処理：締め処理（評価担当者）
完了状態になった評価区分（賞与)の再処理は、
「３.評価調整会議」の該当の賞与のボタン「締め処理」クリックを押すと “完了”⇒ “仮締め”
となり、最終評価の修正が可能である。
再度完了をクリックすると、締め処理（完了）と同じ処理を実行する（評価ポイントの再設定を含む）。

・完了状態の評価結果の参照は、評価担当者および利用者権限：役員理事クラスはいつでも可能である。
ライン部長・事業部長クラスは、評価締め日（画面G40に表示）から１カ月間参照できる。但し、12月に
完了を設定した場合は、12月末日までとする。

（２）．昇給

①実施スケジュール決定
・評価データの初期化
・各部門での評価入力（目標管理の評価面談が終了していること、画面G61の「昇給評価 面談者欄」）
・最終の評価会議（開催日）
・評価結果の役員決裁
・給与システムへのデータ渡し（ ～給与システムから銀行へ） ※給与オプション：ONのケース
・給与支給日（月給）
・完了処理（最終評価の目標面談シートへの反映）

②評価データの初期化
・事前確認
昇給評価の対象範囲を確定させる。

G84ｼｽﾃﾑ運用：評価対象[資格・職級]を設定する。例）11,48 ｛資格・職級｝コード：FROM_TOで範囲設定
画面G45分布チェックのグループ分布：グループの決定・確認（C80:620[資格・職級]グループ）

評価結果の出現率ガイダンスの確認（C80:792/1 評価分布出現率）
社員の出向者はC80:784分布チェック出向者で［含む／除く］の指定を行う

昇給の計算方法等の確認（給与オプション：ONのケース）
システムパラメータ点検リスト（G70 帳票・CSV出力）
昇給方式と給与テーブル号数（[資格・職級]コード） ※画面G40のヘルプ参照
昇給評価コード（C70）の評価記号と上げ幅・下げ幅（号数・月額・時間単価・率）の確認
労働条件（労働制約）による減額（固定額昇給者）の確認（C80:785労働制約減額幅設定）

評価会議の部門表示・役職・[資格・職級]の表示（評価対象期間の最終日または最新）：G84「ｼｽﾃﾑ運用」
評価会議の名称：C80:804評価会議名称の確認
評価の複写処理の名称：C80:705評価複写機能（昇給）の確認
画面G46「支給額チェック（昇給）」の労働制約のマイナス号数換算の表示：G84「ｼｽﾃﾑ運用」
・初期化
※賞与と同じ（昇給欄）

③各部門での評価入力 ※賞与と同じ
④最終の評価会議 ※賞与と同じ
⑤評価結果の役員決裁（完了処理） ※賞与と同じ （審査会ポイントはC70昇給評価コード）



66 Copyright 2023 Ji&Ji Consulting Inc.

３

（３）．特記事項の設定
・評価対象期間中に発生した特記事項を抽出し表示する。特記事項に応じて、賞与・昇給の評価と組合せ
チェックを設定する。
・画面G43評価会議の部評価の時にエラー表示をする。他の評価（事業部・本部・最終）では、チェックを行わ
ない。組合せチェックに拘束されることなく自由な評価ができる。

・特記事項
1 出向中 ：出向中の社員
2 派遣中 ：派遣中の社員
3 出向受入：ビジネスパートナー（協力会社）からの出向受入の人
5 正社員Ⅱ：労働制約のポイント(出向転勤・残業・休日出勤・出張)により正社員Ⅱ
6 正社員Ⅲ：労働制約のポイント(出向転勤・残業・休日出勤・出張)により正社員Ⅲ
8 休職全休：評価対象期間に全期間を休職
9 休職６月：評価対象期間に6ｶ月以上休職

10 休職３月：評価対象期間に3ｶ月以上休職
11 休職あり：評価対象期間に3ｶ未満の休職あり
12 休職中 ：評価の初期化処理時点で休職中
14 直近入社：評価の基準日以降に入社した人（新卒を含む）
15 新卒１年：新卒１年目の評価（入社した翌年度）
16 新卒２年：新卒２年目の評価（入社した翌々年度）
17 中途１年：中途入社で１年未満
20 下期中途：前年下期に中途入社⇒上期評価ナシ
21 下期登用：前年下期に登用（契→正、準→正）⇒上期評価ナシ
22 下期資格：前年下期に資格変更あり（昇格／資格変更／降格）⇒上期評価ナシ
23 当期登用：当期期初より登用（契→正、準→正）⇒上期評価ナシ
24 当期資格：当期期初より資格変更（正→準、正→契を含む）⇒上期評価ナシ

である。新卒３年目の昇給・夏季賞与は、基準日が3/31で、２年目の評価となるが、本システムでは
３年目として扱う。昇給も同様に３年目として扱う。
出向中の社員は出向先の評価をベースに評価し、出向受入者は本システムの評価を出向元企業へ連絡する
ことを前提としている。

・評価のチェック（参照 ３．１．８評価の制限チェックと評価記号の変更）
特記事項に応じて、評価記号の制限チェックを設定できる。
エラーの条件を設定する。部評価の記号と表示名欄の記号が略称欄の条件式に合致すれば、エラーとする。
昇給評価 C80:794 賞与評価 C80:795
（例）昇給 休職中はA,A-評価不可 ⇒ C80:794 コード:12 表示名:”A,A-” 略称:”=“

賞与 入社１年目はN評価のみ ⇒ C80:795 コード:15 表示名:”N” 略称:”!=“ ※Nは評価対象外
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（１） 評価入力 （ ライン部長 ・事業部長クラス ）
ログイン後、メニューより「２．評価会議支援」をクリックする。
次に、画面G40 評価審査支援メニューで、３．評価調整会議より目的の賞与の“評価会議”をクリックする。

３．１．２ 部門評価（賞与・昇給）

（２） G43評価会議に遷移する。初期画面は社員一覧を非表示。会議出席者を考慮し、緑の“表示対象”を選択
する。
ライン部長：“ライン部長以上除く”、“ﾏﾈｰｼﾞｬｸﾗｽ以上除く”から選択する。
事業部長クラス： “事業部長ｸﾗｽ除く”、“ライン部長以上除く”、“ﾏﾈｰｼﾞｬｸﾗｽ以上除く” から選択する。

対象の賞与
の評価入力
をクリック

（社員属性）
・[資格・職級]、役職、所属部門
・異動あり 資格･職級：★、役職：☆
基準日と現在が相違する社員
・特記事項：ヘルプ参照
（休職中、入社１年、直近入社等）

（入力欄）
・目標管理（面談者の総合評価）
・部門評価：３階層 （部レベル→
事業部レベル→本部レベル）
・最終評価（役員理事クラス）

（過去評価データ）
・昇給 過去３年分
・賞与 夏と冬・過去３年（計６回）
・360度 過去３年
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（３） 表示する社員を選択する。

①部門選択 ライン部長：自部門のみ選択可能（兼務の場合：ボタン「兼務」をクリックする）
事業部長クラス：事業部と事業部内の部を選択可能

②表示対象（緑） 社員の権限（G81利用者で設定）で決定、ログイン利用者の権限以下とする。
評価会議の出席管理職に応じて、選択する。

③表示順番（黒） 表の表示順を指定する。
デフォルト（資格・役職）、（会議表示順）、部・事業部・本部・最終評価
※（資格・役職）：コードの昇順、（会議表示順）：資格コード内の“表示順会議”で
設定した値の昇順、同一の値であれば、役職の表示順会議、さらに同一であれば
社員番号の昇順とする。

次に評価会議で評価の入力を行う。

部内評価会議（ログイン利用者の権限：ライン部長以上）
④複写より “目標面談シート⇒目標評価”を選択し、目標面談の面談者最終評価をコピーする。
評価の変更は行わない。

⑤複写より “目標評価⇒部内”を選択し、目標評価を部内評価にコピーする。
必要があれば評価の変更を行う。（出現率や出席者の意見調整等）
特記事項により、評価結果の制約が発生する（例：入社１年目はN評価のみ）

⑥複写より “部内⇒事業部”を選択し、部内評価を事業部評価にコピーする。

事業部評価会議（ログイン利用者の権限：事業部長クラス以上）
必要があれば評価の変更を行う。（出現率や出席者の意見調整等）
この会議以降、特記事項による制約はナシ。

⑦複写より “事業部⇒本部”を選択し、事業部評価を本部評価にコピーする。

本部評価会議（ログイン利用者の権限：役員理事クラスまたは評価担当者）
必要があれば評価の変更を行う。（出現率や出席者の意見調整等）
⑧複写より “本部⇒最終評価”を選択し、本部評価を最終評価にコピーする。

※１評価の出現率を会議中に確認する（ボタン「分布チェック」） ＊１

①部門選択
②表示対象

＊１ 画面G45分布チェックへ
④⑤⑥⑦⑧
複写処理

コメント入力欄
（必要なケースのみ）

③表示順番

評価会議の名称
C80:804

評価の入力欄
ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝより選択
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３．１．３ 分布チェック（出現率）

・画面Ｇ４３評価会議の評価を集計し、出現率を表示する。
①部門選択：ライン部長は自部門のみ、事業部長クラス：事業部および各部を選択できる。
②表示対象：評価会議に出席しているメンバーを考慮し、表示対象を選択できる。
③対象評価：部内評価～最終評価を選択できる。
※出向者を含める・含めない及び入社１・２年目を含む・含めないは、C80：784で設定する。
表示名欄：出向者、略称欄：入社１・２年目

※ブルー表示：正社員とその他とを分離したい場合に、C80:620資格グループの略称欄に“1”を設定する。
“1”の設定は「正社員グループ」・「ブルー表示」となる。

※グループ分布の横軸は、評価記号を最大５グループに分割して表示する。全体の分布状況を簡易化して
表示し、部門間のバランスをチェックしやすくする。
５グループの番号を左側の列から１～５の番号を昇給評価コードC70および賞与評価コードC71の“グルー
プ分布”に設定する。

①部門選択

③対象評価 ②表示対象

評価をグループ化
ブルー：正社員
賞与：１２３４５
昇給：ＡＢＣＤＥ

評価を[資格・
職級]別に表示

左：人数、右：比率
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３．１．４ ＣＳＶ出力と個人情報参照
①評価結果をCSVに出力できる。
・紙ベースでの評価検討や部門内会議を開催することができる。
※部評価・事業部評価が決定したら、画面より評価結果を登録する。
・最終評価の結果をマネージャクラスに伝達する時、CSVファイルを使用する。
※マネージャ配下の社員データだけに加工して渡す必要がある。

②評価会議を進める時に、評価対象者の“（社員属性）”部分をクリックすると青色リバース表示する。
この状態で評価の話合いを行なうと、対象者が判り易くなる。
青色リバースの状態で、ボタン「社員詳細データ」をクリックすると画面G44「個人情報Ⅰ」を別画面で表示する。

③氏名欄をクリックすると、②と同様に画面G44「個人情報Ⅰ」を別画面で表示する。

③個人情報Ⅰ

①
②

③
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個人情報Ⅰから①画面G54「個人情報Ⅱ」・②画面G64「目標面談シート」を表示できる。
別画面を立ち上げるので、複数人を同時に参照することができる。

個人情報Ⅰ

個人情報Ⅱ

目標面談シート

①

②
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３．１．５ 昇給評価試算

①自動計算欄
昇給評価の場合、“（入力欄）”に「ABC」と「自動計算」がある。
「ABC」（①-1）は、本システム以外で能力評価等を実施し、その値を取り込むエリアである。画面G84「システム
運用」で“業績貢献”の比率が設定されていれば、入力が可能となる（プルダウン C73業績貢献コード）。
名称はC80：806 評価会議能力評価名称で設定できる。（デフォルト値は“ABC”）
「自動計算」（①-2）は、本部評価と直近の360度評価、外部のABC（能力）評価をG84「システム運用」で設定した
比率で自動計算する。この自動計算は「最終評価」の段階で実行される。事前に確認する場合は②参照。
“本部評価”と“自動計算”が相違する場合、自動計算欄を“青色”とする。

②昇給評価試算
ボタンをクリックすると、画面G49「昇給評価試算」を表示する。この画面で自動計算の結果を事前に
確認できる。

③自動計算ボタン
《設定比率》（③-1）は画面84「システム運用」に設定してある“評価比率”を表示する。
《入力エリア》（３-2）に被評価者の各評価と管理職/一般を設定し、ボタン「自動計算」をクリックすると、計算
結果を表示する。

①-1 ①-2

②

③

③-1

③-2
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（１） 初期化

①期末賞与の初期化するケース
“３．評価調整会議”の評価区分：期末手当の初期処理欄“未処理”①をクリックする。
確認メッセージ（①-1）を表示するので、“OK”をクリックする。初期化を実行する。
対象人数に応じた時間を要する（目安：100名1分程度）。
終了すると、基準日・ステータス“初期化”・対象件数（①-2）を表示する。

３．１．６ 評価担当者（賞与・昇給）

①-1

①

①-2
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（２） 社員属性の変更

①表示している社員属性に誤りがある場合
社員属性は“初期化”処理時に自動設定する。何らかの事象で誤りがあるケースは、画面G48「社員属性更新」
で強制変更できる。（社員マスタの更新は行わない）
対象の社員の“（社員属性）”欄をクリックすると、青色リバース表示する（①-1）。
次に右上のボタン「社員属性更新」（①-2）をクリックすると、別画面でG48を表示する。
②更新処理
“1．最新情報”（②-1） と “2．基準日情報”（②-2）を表示するので、必要な誤りを訂正し（プルダウン選択）、
右上のボタン「更新処理」（②）をクリックする。
連続して訂正処理を行う場合、“社員番号”（②-3）を入力し、ボタン「検索」を押すと目的の社員の属性情報を
表示する。同様に訂正処理を行う。
③再表示
訂正処理を終了したら、元の画面に戻り（G43評価会議）、右上のボタン「再表示」③をクリックし、訂正内容を
画面に反映させる。
評価会議中に他の出席者が更新した情報を自身のPCに反映させる。

①-1

①-2

②更新処理

③

②-1 ②-2

②-3
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３．１．７ 最終評価会議（仮締め・締め）

①仮締め
最終評価会議の前に、G43評価会議で対象者全員（会議出席者を除く）の評価が入力済みであることを確認する。
次に、画面G40「評価審査支援メニュー」で“仮締め”処理を行う。
目的の評価区分の“締め処理”欄をクリックする（①-1）。
確認メッセージを表示する（①-2）。“OK”をクリックする。
仮締めの実行。ステータス：仮締め、評価締め日、締め処理：仮締めを表示する（①-3）。
※給与オプション：ONのケース 給与担当者が“給与設定完了”（賞与）または“給与データ設定完了”（昇給）の
処理を実行していることが条件となる。

※権限：ライン部長・事業部長クラスの更新処理はできない状態となる。参照可能。

①-2

①-1

①-3
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②最終評価会議
ステータス「仮締め」の状態で行う。
最終評価会議は“評価担当者”かつ“ライン部長”以上の権限者がオペレーション可能である。
仮締めの状態でなければ、最終評価の入力はできない。評価担当者であれば、部門評価（目標評価・部・
事業部・本部）の変更をすることができる。
出席者：本部長以上（権限：役員理事クラス）、評価担当者かつライン部長以上
・昇給のケースは最初にボタン「自動計算（昇給）」（②-1）をクリックし、本部評価・業績評価（能力評価ABC）・

360度評価の比率に応じた計算をし、“自動評価”欄（②-2）に計算結果を表示する。
自動計算が“本部評価”と違う場合は青字で表示する。
※各評価の比率は画面G84システム運用で設定する。“管理職”と“一般”の２通りを設定できる。
※既に「最終評価」が設定されている場合、360度評価の対象外の場合は、“自動計算”を行わず、本部
評価を最終評価にコピーする。

※個別対応① 昇給評価の自動計算
前年冬季賞与の評価（前年上期の評価）と当年夏季賞与の評価（前年下期の評価）から昇給評価を自動
計算する。⇒ ２つの賞与評価の組合せにより、昇給評価の自動計算をする。
C80:796 コード1～7（どのコードに設定してもよい）
例）略称欄：前年冬季賞与の評価記号、表示名欄：当年夏季賞与の評価記号（すべてのパターンを設定）
コメント欄：自動計算の結果（表示名欄に対応するすべてのパターン）
表示名欄とコメント欄はカンマで区切り、すべてのパターン（評価記号）を設定する。
表示名：S,A,B,C,N,X 略称：A コメント：4,3,2,1,0,-1 （N：評価の対象外、X：評価データなし）

※個別対応①前年冬季賞与の評価（前年上期の評価）と当年夏季賞与の評価（前年下期の評価）から、昇給
評価を自動計算する。⇒ ２つの賞与評価より昇給評価が決定する（C80：796／1～7）。
例）略称欄：前年冬季の賞与評価記号（１つ）、表示名欄：当年夏季の賞与評価記号（７つ、ｶﾝﾏ編集）、コメ

ント欄：自動計算の結果（７つ、ｶﾝﾏ編集、表示名欄の順番と同期させること）
・賞与のケースは部内評価・事業部評価・本部評価と同様な処理である。
※給与オプション：ONのケースは、ボタン「支給額チェック」（②-3）で支給額のシミュレーションを実施できる。
※給与オプション：OFFのケースは、評価が確定した時点でボタン「一覧：CSV出力」（②-4）で結果を保存し、
役員決裁や給与システム連絡用に利用する。

★昇給評価時の「自動計算（昇給）」
画面に表示している範囲（部門選択や表示対象）のみ、かつ“最終評価”欄がスペースであること
全体を実施する場合は、部門“全社”、表示対象“全員”で行うこと
“最終評価”欄をスペースにすれば、ボタン「自動計算（昇給）」を再実行できる
対象外：本部評価（部門評価の最終）が“Ｎ”（評価対象外）

出向中の社員：特記事項が「出向中」
３６０度評価の対象外の社員

➡ 自動計算欄②-2を（空白）とする
計算結果 本部評価と同じ場合、黒字表示（評価記号）

本部評価と相違する場合、青字大文字表示②-2
最終評価欄 自動計算結果をコピーする。

コピーしないケース 既に“最終評価欄”が設定済みのケース（置き換えしない）
対象外は本部評価をコピーする

②-2

②-3②-4 ②-1
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③完了処理
最終評価会議の後に、評価結果の役員決裁が終了したら、「仮締め」状態の評価区分を“完了”状態にする必要
がある。処理は①の仮締めと同様の処理である。
③-1：目的の評価区分の締め処理欄“仮締め”をクリックする。③-2：確認メッセージを表示する。
③-3：締め処理欄が“完了”となる。
この時に、審査会ポイントの個人別設定処理を実行する。
これにより、評価の修正は不可となる（画面G43評価会議は参照モード）。
※修正が必要な事象が発生したら、当該の評価区分の締め処理欄を再度クリックする。“仮締め”状態となる。
最終評価の訂正処理を行う。その後、再度“完了処理”を行う（審査会ポイントは訂正後の評価で再計算する）。

③-2

③-3

③-1
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３．１．８ 評価の制限チェックと評価記号の変更

評価の制限チェックは、G43評価会議の画面の“部”の評価に対してチェックを行う。他の評価（目標管理・事業部・
本部・最終）に対してはチェックを行わない。
①賞与評価の制限チェック
例）入社１年目は、夏の賞与は一時金（評価なし）、冬の評価は“２”とする。

C80:795 コード：14、表示名：N、略称：!=、コメント：入社３カ月までは評価“Ｎ”が基本です
〃 13、表示名：２、略称：!=、コメント：入社１年目は評価“２”が基本です

休職中の人は、評価４，５はナシです
〃 3、表示名：4,5、略称：=、コメント：休職中の社員は評価４・５はなしです。

システムパラメータC80：795に賞与の評価制限を設定する。
・コード欄 特記事項（C80：210）のコード
・表示名欄：評価記号 複数個の場合は“,”で区切る
・略称欄：式の記号 = または != （半角記号） != はイコールでないことを意味する
・コメント欄：エラーメッセージ ⇐ 式の記号が成立したら、エラーの対象となる

②昇給評価の制限チェック
例）休職６カ月以上の社員は、評価A,A-,B+,B,B-は付けない

C80:794 コード：14、表示名：N、略称：!=、コメント：入社３カ月までは評価“Ｎ”が基本です
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３「昇給評価」
・目標評価 画面G61 目標面談シートの昇給評価面談者に対応する（複写処理の複写元）

C80:286 ABC評価 （表示名欄の先頭記号と略称欄のコードがC70昇給評価コードに
対応する）
略称欄のコードはC72目標評価コードにも対応する。従って、C72目標評価コードは
C70昇給評価コードに対応する。

・能力評価 C74能力評価コード（業績貢献能力コード）
画面G43評価会議のABC評価欄（他システムでの能力評価等）

・昇給評価 C70昇給評価コード
画面G43評価会議：目標評価欄 ・・・C72目標評価コード

業績貢献（能力）評価 ・・・C74業績貢献コード
部/事業部/本部/自動/最終評価欄 ・・・C70昇給評価コード

※昇給評価を“完了”状態にしたタイミングで実施する。C70を変更した後、“仮締め”に戻すと、「新しい」コードと
なり、不整合が発生するので、注意が必要となる。

③評価記号の変更 （評価の考え方を変える）

評価記号は、賞与評価・昇給評価・目標評価・能力評価の４種類がある。
賞与評価・昇給評価を『完了』状態にすると、評価データをコードから記号へ変換してデータ内に取り込む。
その後、昇給評価コードC70および賞与評価コードC71を変更しても、過去の評価（完了状態）に影響を及ぼさ
ない。

「賞与評価」
・目標管理 C80:285 １２３評価（表示名欄の先頭の記号と略称欄のコードがC72目標評価コードに対応する）

画面G43評価会議の目標評価欄
・賞与評価 C71賞与評価コード

画面G43評価会議の部評価欄・事業部評価欄・本部評価欄・最終評価欄
※賞与評価（夏季・冬季・期末のいずれか）を“完了”状態にしたタイミングで実施する。C71を変更した後、
“仮締め”に戻すと、「新しい」コードとなり、不整合が発生するので、注意が必要となる。
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